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12.終わりに

砂漠化問題は、開発問題であり、アフリカ問題である。このことは、1970 年ごろのサヘル地域

の深刻な干ばつに対して「砂漠化」と呼称をつけて国際社会の支援を訴えたという歴史や、UNCED

の際にアフリカ諸国がイニシアティブをとった砂漠化条約交渉開始の合意作りの事実から明ら

かである。これは、DAC の統計作業部会による砂漠化条約のマーカーの試行に際し、日本やベル

ギーが、「環境」のマーカーのついていないプロジェクト多数に「砂漠化」マーカーをつけたと

いう事実(第 11 章(3))にも現れている。

他方、1977 年の国連砂漠化会議で採択された砂漠化対処行動計画が十分に機能せず、また、そ

のフォローアップの一環で設立された国連砂漠化特別勘定も、ほとんど拠出する国がないまま廃

止された事実からも、砂漠化問題への真の対処は、国連を主体にした政治的駆け引きでは効果的

になされないことが明らかである。

そこで、砂漠化対処条約においては、コミュニティー・レベルの対処の重要性、既存の援助の

仕組みの利用等について確認していることに着目し、国連を主体にした政治的駆け引きを抑制し

つつ、二国間等の開発援助を効果的に振り向けて行くことが重要である。その際、アフリカ対策

を第一に考える必要がある。実際、米国政府においてこの条約の締結に向けて一貫して動いてい

たのが国務省アフリカ局であった。

1990 年の第 3 回締約国会議に我が国が提出した報告書や DAC の統計作業部会の「砂漠化」マー

カーの試行のために取りまとめた資料にもある通り、我が国は、砂漠化対策に関係する援助は相

当規模で行っている。そのため、砂漠化対策という面で我が国が重点を置いてとるべき対応は、

援助の額を拡大することよりは、1994 年の JICA の「砂漠化援助研究報告書」等を活かして、これ

までの関係する援助を整理して、それを基に、我が国の砂漠化対策の方針ないし戦略を提示する

ことであろう。

但し、JICA の「砂漠化援助研究報告書」はサブサハラアフリカについてのみ論じている。地球

的条約として砂漠化条約が規定され、かつ実際に地球的締結がなされたことにより、アフリカ以

外でかつ砂漠化問題のある国々及び他の条約等とのリンケージ戦略をとる国々の事情をも踏ま

えた、地球的問題として取り組みの戦略も必要となっている。

(了)
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